
~1糸約?守
第 3巻 第 2競

昭和 14年 9 月

吾y.l拘

日間
=;、
砂4

阿蘇火山活動の特異性と皿石

理事士市葉

I.緒 七

日

， '. 
ノ')， 手Ij

阿蘇火山の名物に“皿石"と稀せらるる珍石がある。故比企忠博士は La¥子 cakcと名

づけられた 略扇卒なる岩片の周縁に盆の 第 1岡車線のIsl石

縁の如く或は家の軒の如~f.則氏懸垂えと有す Lower-side Upper side 
一日_..-一一一日一一』晶

る珍物である 時ナこまヒサむの如く数枚が

略並行に懸垂せるものもある。此等の懸垂

部を通常“皿石の縁"とl呼ぶr 我園地質感

火山関係の書籍中には必今記され，火山弾

のー珍種として珍重せられてゐる(第 1，2， 背面

3，4，5，6圃)。 腹面

第 2 岡 二線の皿石

ー-'r

Scction 

* 本文は昭和11年 3 月京大理事部紀要A第四谷第 3 銃に英文で~表したものの邦言撃である。
(1) Cataloglle of ~linerals and Rocks frorn Shimadzu Seis北町hoLtd. 19I+・
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阿蘇火山活動の特異性と』且石

第 4岡 不規則型 IIrr;ri 

腹函に石鏡字L様懸垂多数あり

第 2嗣扇子なIIIlイJ

第 5 闘 1m 石鎖国(ー)

、~'ith one rim with two rims 

第 6 刷 IIfl :{I 断固 ¥二)

irrcgl1lar Sar:1-isi 

f1at Sara-j，j 

皿石は阿蘇火山以外には我闘には勿論外凶にも之に矧似の拠出物なまものの如く， Fとそ

記載せる文献に接しない 果して然らばかかる猫特の皿石の成止1:は卸ち亦阿蘇火山活動の

( ¥)0 ) 



特異性と鈴鹿するものなるべ

く，皿石の研究はこの特異な

る火山活動様式を究明する一

方法仁るを疑ひ得ない。

皿石の産出地は，従来阿蘇

中央火口丘群中， ~IJ掛外輸に

限られ特に皿山に多いと云は

れてゐ7こc筆者の踏査に依れ

阿蘇火山活動の特異性とlJIl.石

第 7 岡往生.棋1産 110.:fi 

第 8 岡 千里演と杵島獄の撹にある皿石'曹、



阿蘇火Iljj活動の特異性と』且石

ば杵島撤回国にも多少其産~JI;'j: ~;ß~むべく，父往坐掛から多数の皿石を護見することそ得?ニ

(出 7，8，9圃〉。

阻石の成因に闘する従来の諸設を摘記すると宍の如くである。

佐藤1専蔵長友伊木常誠£;ま日く， “皿石は火山拠出物にして岩柴が噴出飛散し地面の平

田にして柔かき所に落ち内部l"lλて縁高く 11吋こき皿肢の塊となりしなり。故に断而ケ窺へ

ば表面t二近き所は構造轍密にして肉眼的には始んど homogcncousなるも内部に至るに従

ひ疎位となる云云"と。

数多の皿石ケ拾得して内部ケ険査するに，悉く熔岩塊より成るには非すして，或!例は其

主韓が既成の火山岩父は岩片より成り，地而に落下する以前統に困睦なりしことの明瞭な

ものも少なくないp 到底嗣氏の簡撃なる説明をはてしては皿行の成因そ明かにせりと云ふ

ことは出来ないではないか。

共に原田準卒誌は設をなして日く， “皿行の l二両は肌であるが， -1ず両は密で滑らかで床

1:に打付けずこ字国鵠の表面の様にコプ様の突起がある。皿石は常に包豪物を有す。此の包

裏初は火山岩片なることあり，火山喋あり，叉は凝灰行又は火山灰なることあり。衣皮は

附めて薄く 1:両には火山政の地肌を現はせるものさへあわ。表皮は密質にして穎微鏡下に

てはJ部は流理えと示せる吸璃質， 一部は凝灰Vf賦在日し，俺 O.3mm 以下の輝石斜長行

尖鎌月先行基父は火山引の陣片な合λ褐色域特にて腹着せられ砕qlJ現塙質なり。印lちこの表

皮は火山灰の熔融せる岩援をl吸牧して成れること明かにして，皿石なるものは既存の熔む

火山喋等の塊片えを核心として之に熔岩の去而に附着せるものと云ふべし。此等の事質より

拶ふるに皿石は火山の爆設作用にl交り火遁内の岩石停似せられ，之i二新に火口l刊に上昇せ

る熔{Ij柴に包まる。此'1三熔融岩酷のコロモは地1二に務1ごしたるときJ:Ji(二rilJへる級建在形

成するなり。但し包表例9質に到する表皮の熱作用は認められγ と。松本敬語も此意見

の一部やijK認してゐらるる様である。原田教授は更に記して日く(1外殻ぞなす:株主fの両端

に流動性を呈したる性質から昔日寺の火山活動が多少とも想像3れるc 岩泉の結品作用の途

，.2) 佐藤生:ー 阿蘇山の」皿石，地質拳雑誌 Xo.:) l~リ ，J ， p. ;;弓~i . 

(3) 伊木常誠・ー 阿蘇山調査報交(震報33披)(1日(1)p. ，7. 
(4) Z. Harada:ー “S"ra.isi" or Dish-河川I1C o[ th" Volcano-.¥s6. Proc. o[ IlTIp. Acadcmy III. 
(19ヨ7)X o. 8， pp. 539-.;.j ~. 
原因準卒:ー阿蘇の皿L石，地質築物誌 ;¥C).39， ]~~7 p. i:it). 

(5) 松本唯一;一大阿蘇の新研究 l~;_;~. p. ;lIj 

(6) 原回準卒:ー 戎織の火1I1地出物と火IJI活動に就て，地質挙雑誌 Xo.::4， (1日27)P・:lU1;.
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阿蘇火山活動の特異性と皿石

中に於ける或俊化のfこめに熔れの流動性が-時的に大となり，表雨的の爆穫がJ包わ其時皿

石が極めて accidentallyに生じたのであらう・・……・・・・"と。

原田教授は確に皿石研究に一歩を進めにものである。然し其成悶の説明に至りでは佐藤

伊木雨氏の説く所と大差がない。自!lちーは皿石全部を落下直前迄熔融肱態にありと考へ.

他は皿石の肱心は既存のれ片で表皮のみが熔融航態1こありとなすの走こそあれ，何れもノド

熔融状の熔岩部が地上に落つる反動にて周織を器械的に持上けたとなすに至りではーであ

る。筆者が阿蘇火山に於て皿石の産地及産服調査と其構造の精密なる研究冶行った慮に依

れば，以上の諸説と前撃相容れない幾多の事賓が存在し，新しき解揮を要すること切なる

ものがあるコこれ筆者が蕊に本~t.e草する所以で，先づ皿石の上下及び構造上の従来の謬

見を是正し或は不足ぞ補ひ，夫九等の事賓に立脚して皿石の成因に闘する吾人の新設を提

供し，併せて皿石が阿蘇の特産なる所以は阿蘇の活動様式の特殊なるに依るものなること

を述べんとするものである。質に阿蘇中岳は我園史上に現lまれた記録に見るも，叉吾入が

最近数年間親しく目撃した経験に徴するも，火口が熱水滞溜と噴火降灰とを頻繁に繰返し，

ー商火山なると共に亦一面火口湖の雨態を交代するの特色を有する。吾等はか込る活動

様式を u阿蘇式活動円と命名し，火山活動の一型式として来けにしも更に進んでこの新し

い皿石観を利用し，阿蘇中央火口J子.群 rl~の中獄. t'f島織の特異性並に杵島織と件~4:識との

新海沿も考へてみよ うと思ふのである3

11.皿石の研究

1 皿石の産棋及び上面下面の耕別 rJ=t*皿石を説く者多くは線建の懸垂する方向沿1-_

両とし反針の而在下面として居る。されと‘之は皿なる語にとらわれた素人闘を俸承せる呼

栴に過ぎゴるものの如くである。上下の科撃的判定はその産出朕況を宮地に精査し正常の

位置に向って命名すべきで，回石の成困観に封しても車重視すべからさ'る Lのではあるまい

か。 筆者が多年現場に就き貰地に踏査観察しすニ結果によると，自然的に或は人濡的に障害

を受けてゐないと想定せられる血石の級建は地而に向うて懸垂してゐる。本来の位置の移

動してゐる皿石では， 1i旬、上向の級建の外に，大地l二向うて懸垂してゐる新しい線濯が外

皮に費生し始めつつあるを認めることかnDkる(;t¥1O闘λ

級建の好く費蓮せる皿石は比較的緩斜面で而も砂地と云ふよ りむしろ小石の多い所に多

( 93 ) 



阿蘇火山活動の特異性と且l石

第 10岡 第二橡が大地の方向に成長しつつあるを示すIIIl石の断商

討:ー 水平に並列した火rJr茨
R1:ー第一線
Iし:ー第二縁

黒告は核心部

く護見せ C，九ろのtr常としてゐる。その 1:地質製的に見て古い場所にあるもの秤コ線建の護

第 11岡 肌石断面i撲型

U f>. 

() : - llppCr sidc. 

Iし :~m江in rirn. 

1 r : -laver of Y ol1a il1 a hけ1e
が corematerial 

ρtl1faCe()IlS part 

D 
D ; - I(nn~r :-;idC". 

内:_. stalactitic proce%. 

R1 : - primary coagulat<-d p川 l.

~ coagulated part 
戸 ftowballd. 

に師せしめに打力なるー原因と見うるので-あるυ

j圭が良好であるとヱミふ事賓

がある。この観察からして，

吾々は皿石主縁港の懸垂す

る側冷ドの面と示ひ其反到・

の側や上の而とぷふ是正常

の呼び方であると云ひ度い

のである(第 11同〕。皿石

の l二ー1'-に闘する無関心は買

に諸筆者在して皿行の成肱i

を乍熔融関の地面落ド作JlJ

2. 皿石の外部的観察 国石の背而(J:のこと〉は多くは暗黒或は噌補色を呈し渦・は滑感

なるぞ常とする。叉凸阿部あったとしても比較的鈍である。うじ!ιl二や岩石片等で・掩護され

た部分があったら其部分は黄禍色ぞ呈するを常とする。

之l こ 'i して腹而(ドのfltiのこと〕は多くは ~I~i.補色父は灰白色そ主し府は疎感なるを常とす

るみ 3れt_'大地に直接輔るることなく予言l探ヰヒ姥してゐ7二部分は比較的に栴なる感じ冷丸ち

( 9.1 ) 



阿蘇火山活動の特異性と畑i石

10rifIIの色に近い色揮をもっ P 而してJt部分には石鐘字L様の小突起を懸垂するえのが多いが

質は注意すべき貼である。小引の皿1;(俸1 2un位のもの多し〉にあっては，佐々背腹

共に滑なる府守呈し且つ縁濯の護遼不充分で一見背腹の国別不可能なるかの様なものがあ

る。にもかかはらす少し精密に観察するとこの識別に闘ることはないのである。

第 1)う至第6闘は皿石の背腹ぞ示してゐる 第4刷は血行の腹に石錨字L棟突起の群生す

るそ，)ミしたものである。

3. 皿石の二部分 皿石毛と切学し先づ其-~I呈を内眼的に間察するか或は薄片として瀬微

鏡下に観察すると，織遜及Uj毛皮{il;に凶する部分と内核部とは組織全く;異なるぞ認めるこ

とが出来る(第5，6岡〉。

ごたに他の一小を化率的に

検討する。師も熱槽酸叉は

熱王水で鍛11寺間慮理しても，

~~豊として何等苦今明な種差化

tt>~~めることはな L 、ο 之に

反して NaOHの5N熱溶

液に投入すると，直ちに練

建部及び表皮部の破壊が始

まり十数分を，ti"ですして破

;嘆の進行止む。依って残れ

る|占lJ膨樟 tJ:取 fH し水 i)~ し更

に HClで附着せる眼化蛾

等をl除去して内眼的に或は B， 

i$i下に観察すると，高iJ!ド認

めずニ表皮部及線建部は前引と

し内核部が残ってゐること

在確認HUI~る。か込る貰験

に依って前失しに部分をH望

者:日~I)~止は表皮部と呼ひ残官

する部分えを桜心部とI呼ひた

第 12岡 化事的に庭環した皿石

.¥， 

.'¥.， 

-・・・Eヤ~~ .

・・Alt_ ・ 、設苅田・j刺子十-澗 t
Jぷ;ぺたお-
Bl泌PFff¥fiiE・4こ-，

人ぃB，は原形

Bの

人2'H;!は液で虎湿した後の形

( ¥)ユ〕



阿蘇火山活動の特異性と皿石

い。師ち換言すれば皿石は核心と腰着部の二部に区別しうることがわかる。而して縁漣及

石鐘字L様小突起の部分は古lílの貰験からしてn嬰若部に I~することが知れる(第12圃)。

4. 皿石の腰着部 此部分は皿石成因の探究に最も重要なる役割をもっ所で皿石研-究は

此所の機構を明かにするにありとも云ひ得べきである。此部分を封照として施行し7こ諸賢

験は突の如くである。

(1) 核心が破璃質にして熔融状態のまま拠出せられたるものであることの明かな皿石

(第2圃〕を取って，電気蝿で熱すること約 1100度位になると勝者部は赤艶し所々じ亀裂

を生じ幾分モロクなるも原形ぞ失ふことはないc 之に反して核心部は熔融慶形する。これ

に依ってみると，皿石の或物に於ては表皮部を特に流動性に富める岩架から成ると考へる

には困難在感する現象を起すものの存在することが分る。八幡製餓所技師問所九二秋博士の

好立にi交ってこの資材につき測定されに結果によると，

ことが認められる。

去皮i別式 1172"C-1190'Ciltt近でとけはじめ

核心部は 1165'Cで原形を失ふ

(2) 皿石を縦断して険鋭すると腰石部は九疎なる凝灰質暦円と“待iにして補色の流

現~I止をなせる尉"との互暦(出 5， 6， 10 闘参照〉から構成されてゐるのが認められる。皿山

培の皿1I(二は質にご 1-有蝕の材t~/戎せるを認めずこことがあるノ同fI日数慢も i凝灰質居と流士宅

居の干了イ1:は認めてゐらるるも，之が互暦ぞなして幾層tある事には気付かれなかっ?こらし

い。放に氏が此皿石表皮部在者捜のコロモが火山灰砂ぞ吸牧して出来fこと説明しでも不思

議はないが，然し幾層にも互暦をなしてゐることは到底此穫の解稗では説明困難であると

云はねばならねο 一般に凝灰質暦は皆差異を認めうるも，i斑理!JlJ¥屠聞には:苦しき完異を認

め1-!}.ない 凝灰質唐には火山灰の成分fこる斜長石，輝石，時に O!i，'illC'，火山破璃，火山岩，

餓鏑等の微細なる破片 (0.1mm.前後が特i二多い様である〉が酸化蛾及 0.001mm以ドの

微粒障によりて腰若されて居る。補色流理服部は HClにより慮理して酸化鍛冶除去する

と，低倍率の鏡下に於てはn色に近い流3'JlHIJ¥仁兄える。補色成璃ならばカかる聖堂化はない

筈である ν 更に 800倍f)'r.は u二憤大険鈍すると不定形の粒子の干結集するのが見られるO 寄

人は之を石英枇子が主なる止のなるべしと認めずこ(後に詳辿する)。

排て低倍率の鋭下にτ或凝灰質層の-つ;1:背而の-貼か1，迫/立すると第 11肺|に筏型的

( 9f; ) 



阿蘇火山活動の特異性とJlIl石

示しに如くになる。郎ち各暦は互に暦序を相商Lすことなく重なってゐる。勿論暦の厚さは

底狭様々である、皿石の縁港ぷ数枚相!ltr07~~場合或は腹両に石鐘字LI葉懸垂-のある時でも，暦

序は相箇Lさるることないのぞ認める。

石鐘乳様懸垂の横断両は各暦が略同心闘をなしてゐる(第 13，14闘参照〉。核心の-部が

突出して石鐘乳様の外形之となす部分の横断而はかかる同心闇朕の構造与をなせる場合に出舎

つにことがない(第13圃の D)。富士山産出の La¥'aStalactiteの断両を険鏡せるも亦か

かる屠を認め得ない(第15園)。然るに腰若部に凶する石鐘学L様突起は必歩、横断而は同心

同駅暦の有・在を認めると云ふ事買は皿石成因の他の重大なる根惨を奥へるものである。

第 13岡 石鎧乳様突起の断面の一例

A. 縦断面 B. 横断面

C 縦断面

D. 縦断面(槍尾獄産)

( 97 ) 



阿蘇火山活動の特異性と肌石

第 14岡 1m.石の断商と石鐙乳様突起

1
1
1
l
i
t
-
-
}
l
l
d
 

一刷

川一

A. 横断商 B.鏡ド

第 15闘 富士山産熔岩石鎖乳

A 

(4) 慨に記述せる如く苛'11=ソーダiF.il.液に封する反日華に依りて，惚抗:部は核心部と異な

る成因によるものである事は推知11'.*るO

今日嬰若者|レを代衣するものとして皿石縁港官[;の少々 を|自l形のまま NaOI-I5胤itt血液で20

分間慮却して崩壊せしめにところ，残誼部は Fe(OH)2Jミ火山次が 1: であっすニ。鴻液は有I~

椴分を主とし Alminaの少量そ認めプ二る外， I理~I犬水機化蛾の微量が油紙な通過してIH るの

( 98 ) 



阿蘇火111活動の特異性と皿石

ヰヒ知るのみである。勿論:tiの外に Ca，Na， K， Mg等の微量は検出3れてゐる

l/lOmm. 程度の厚3の薄Jl'としfニ皿石縁建部は濃糟慢或は二F水の熱液で慮瑚しでも組

織の破壊されることなし酸化織が除去されて槌色されるのみである。これは蟻分或は Ca

分が主要なる目撃若材でないことを謹明するものであらう。叉流理服部が補色であるのは酸

化畿のにめで補色破畿にのみ原因するものではない。更に進んで吾人は熔融岩壌に依って

生じに阿蘇熔岩，阿蘇外輪より採集の火山弾，高岳火山弾，杵島掛火山揮，惜尾撮火山弾，

111岳火山弾，第四火口噴出の新火山噴，明治 39年噴出の珍石所謂爪石(第16岡)等冶前述

の如き化事的慮理ぞ施しfこるに皿石の如き著しき崩壊作用を全く示3なかっ7こ。

第 16岡 爪石(明治三十九年の新火口より出たもの)

爪石の断商

別府研究所の木戸隆氏に依て施きれずこ分析表与を来ぐると別表の如くなっ?二ο

第 l 表 第 2表第 3 表

180111bM111l I Residlle I Total NaOH(SN.) I .1'o..eMUlle I 
~ .1~'2ur， I 0.558 gr. I 1.000gr 
0.442 gr. I <. I 

日i()， 37.080% I 26.860% I 63.940% 
AI，()， 2.320 8.860 I 11.180 
}'，.，<)" I ー I11.660 I 11.660 
(、川) 0.800 I 4.500 5.300 
.¥[g( ) 0.420 I ー I0.420 
SU， 5.753 I 0.106 I 5.859 

討iO品
二」一 16.1 I 3.2 I 6.2 AI.0
3 
I 'V.' I V." 

SiO， I 53.8782~~ 
人1，03!16.4302 
Fe，03 I 5.6907 
CaO : 3.5966 

.¥1日() 0.7581 

S(!， 0.4142 

~j( )2 

¥ I，，() '，' 
3.3 

第 1表:ー(木戸隆氏による〕第2聞に示す血L石の線透部の化事組成
第 2表ー阿蘇第四火口 1929~， ov. の火山閣の化率組成
第 3表:ー槙島火1I1産 (19141火IJI茨の組成、

(71 木戸隆 京大火1I1温泉研究所助手，分析係り。

( 99 ) 

SiO， I 61.4120% 
人I，()， I 18.4321 
Fe20， I 6.8179 
c.，() I 3.9251 
九[gOI 1.0033 

片0，I 0.5342 

日iO.. i 
-.-，.--，+-I 3.3 
A1，0" 
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第 4表阿蘇の鐙組成

トミj()，

Al.03 

Fe.O， 
('，，() 

MgO 

SO. 

SiO. 
.l¥J.O， 

27-28 Allg.1929 5-8 ~、'ov. 1929 
from 4th cr;:tl'l from 4to cra・
lail1 on Ol1r lab ter， laill on i岱
oratory. nm. 

52.28% 57.53% 

8.23 12.44 

9.47 8.74 

6.30 5.56 

0.66 0.65 

0.33 3.22 

6.9 4.6 

第5表年 17聞に示せる柏、子核
心旧L石の惨着部化事組成

4-8 Sept. 1930 

from 1 st crater， 
lain on its rim. 

51.21% 

8.48 

6.88 

5.24 

1.19 

0.74 

6.0 

"-t. of the sample . 2.3432 gr. 

¥¥-t. of the Core (glass) 

Thcn coagulatccl part . 

ーiO。
ム¥120"

FC;/}:J 

(‘l() 

~I ，，() 

~( )， 

%以)，

c¥J.，U冗

Sol11hle part in 
KOH(5N)， 5 hOl1rs 

54.4177% 

0 

0 

0 

0 

2.8094 

great 

第 7表 鹿児島自11i~砲撃絞運動場にて採

3.2934 gr. 

.0.0498 gr. 

Resicll1e 

24.8996% 

4.4724 

11.2353 

6.3426 

0.9209 

0.3305 

5.6 

7th Sept. 1932 10th Dec. 1932 

from 1st crater， from l~t crater， lain rn Tochino-
lain on i也 rim. ki village. 

51.77% 54.34% 

5.92 6.81 

11.45 11.13 

5.53 6.02 

1.69 1.54 

0.95 2.40 

8.8 8.0 

第6表津屋氏に上る阿蘇第四火口
産(1928)火JIJ弾片の化事組成

日iO， 53.53 ¥¥'t. % 

Al，()" 18.67 

Fe，03 2.67 

FcO 5.93 

(';r() 9.27 

~l~(_) 3.80 

¥ut- 3 '2'-'3 

集した襖島産 (1914)火山灰 第 8表火成岩の平均化事組成

By tht， (Il'oICl!_!ical By Eng. DcparL. 
~1\ 1 、 ('Y of I.，p.lll I"':'YIISy'li L l_'tni、

~i() ， 68.29~'; eO.28% 

λi'()3 16.75 18.10 

下旬()" 8.100 8.49 

Fc() 4.00 

CaO 5.38 e.Ol 

~\I日() 1.43 3.61 

~i()2 

.¥12( )3 

上、ρ，U，
h、()

Ca( ) 

λI，，() 

Earth Japan 

59.12 61.92 

15.34 15.72 

3.08 2.07 

3.80 4.41 

5.08 C.16 

3.49 2.47 

~i(一九

人l，tl，
一三iFa l- 一一一一

3.8 3.3 三1);; 4 4 

(100 ) 
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木戸助手の分析結果を検討するに，火山弾に於ては津屋氏の其と好く一致してゐる(第2

及6表参照)。樫島火山灰に於ては地質調査所及九大工皐部の雨者のそれ之好く一致してゐ

る(第 3 及 7 表参照〕。印ち此等の結果ぞ見ると SiO~ と Al j ()" の比は略 3 Jう至 4~ど示して

ゐる。而して此等の結果は全地球及全日本の火成岩の21三均化翠組成に於けると同じ値在示

してゐる(第8点〉 然るに皿石の線建は全睦としては約6となり， NaOHに可湾の部分は

16となり，残淳部では Lapilliiと同じく 3となってゐる(第 11心コ此結果は“皿石の縁

建部は岩柴塊から出*tこものではなく翁の腰着されたものである"との結果冶示すものと
解して差支ない。第4表に示しにヨナの分析結果と封比して此見解はうなづけると忠ふ。

殊に第5表に示しすこ如く硝子核皿石の場fTには特に大きい値に出てゐることに気づかれ

る。共に火口爆護の初期に噴出した火山次に於ては末期に出るものよわも SiO，の量が増

加することを見出しうる。

例へば 27-28Aug. 1929の霜に於ては SiOdλ1"0:;が 6.9なのに，活動末期の 4-8

Nu¥". 1929のものでは 4.6となって LapilIiiの値に接近して来てゐる。更に約十ク月活動

を休止して 4-8Sept. 1930 に噴出し仁義に於ては 6.0と値が増大してゐる。此現象は

第一火口の場合でも同様であるらしし約四十年間の長き休止後の活動に依って噴出され

た 7Sept. 1932の彊では 8.8の値であるのに， 10 Dec. 1932には早くも 8.0と減少を

示してゐる。樫島産火山灰が Lapilliiの値に極近接してゐることはその火山灰が岩架から

直接に生成されに事を意味するもので， Asoの如く地獄作用ぞうけて居ないことを意味す

ると見て先支ないゃうである。

5. 血石の按心部 皿石の核心をなすものは，既に原回数技も~べられに如く，熔岩片

なることあり火山揮あり火山喋あり凝双山(叉は火Y(lInであることあれ，綿じて火山抽出

物狂主とするも(第1，2，3，4，5，6.7，8，10，17圃参照)，其等のみではないのである。吾人は

特に報告すべき護見物がある。印ち注意して中獄外輸の諸物件を精細に観察すると石悌，

石塔，石碑，石燈箱，手水鉢，熔岩流の末縁等にも皿石の縁港と全く同質同様の縁遁を懸垂せ

るもの意外に多きに驚くことである(第 18，19，20圃参照〉。叉往々陶器片(第21闘〉硝子片

(第22園〕を核心として縁溢成一次し一見普通の血行と匝別し難いものすら護見することが

あるご第22聞及12圃Bは萎酒瓶の破片に堅き線建の成立せる一例であって，中獄外輪西

(H) Tsuya:-On th巴 r巴centejecta of Va1canoλ%什，地質皐雑誌 Xo・3u，(1921): p. 17. 
9) 地質皐雑誌、 Xo.21， (1914) p. 540. 
(10) H. S. ¥Vashinglon a. F. ¥¥'. Clarke :-Proc. Xat.λC川1.Sci. VoI.H.Xo・5，pp. r08←II5 (1922、人

(101 ) 
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第 17岡 1m 1j の各種

λ:ー紡錘鉄火山弾を核心とする」且石

B:ー撚縛火山揮を核心とするJ皿石
C:ー塊欲火山郊を核心とする且i石で腹商に多数の石鐙孔様突起あり
D: 卒叙放皿石

E:ー不正形J皿石

F:ー釘格的に縁の出来た」凪万

('，Hーイ也は不正形J且石の例

第 18闘 寛永十四年に建立された石燈簡と縁の断同

( 1り:!)



阿蘇火山活動の特異性主肌石

第 19I副 文化四年に建立された子水鉢と線の断凶

第 21同 陶器nll片を援心としたn!l:[iの一例

(103 ) 



阿蘇火山活動の特異性 el皿石

第四国 熔石流末端裏に出来てゐる石勿，石鎖乳様懸垂

↑ 
腹商

第 22闘 群'1:子片を援心とする肌石

肢で筆者の拾得せるものであるに新くの刻1く皿石の抜心は必すしもJt火fJから抽出せられ

たものに限らす，火口外で遺ら)c，'ニ山片もあわうへく，甚しきは人工品すらありうるので

( 1M ) 



阿蘇火1.llt舌重vJの特異性とl!JlA:t

ある。之に反し原田教授等の主張する“i昆砂岩柴片"は-例も見出し得なカ、ったのは残

念である。かミる見地から新しく噴出しに黒色火山蝉が漸子大田石去両様に建りつつあ.る事

宜そ認めることが出来るであらう。

6. 血石線通の成因 従来の皿石成悶観を叫て以 t纏j通せる幾多の事賞に直面しにとし

たら殆ど全く何等の解稗説明やも加へることが出来ない事が突Uhる。そこで筆者は自分の

調査研究による前述諸事賞与と基礎として新しし、皿石成因観在提出せねばならないのi1liJち

“皿石の縁港は火山抽出に依りて生ぜしものではないο 寧ろ第二弐的の成生物であって，

火山灰の徴粒が主として腰賦珪酸に依り地上に横はる岩石片等に!医者せられ硬化せるもの

に外なら歩"と信歩、るものである。

果して然らば蛍然次の諸事項の成立をみるであらう。卸ち，

(1) 所謂皿石の核心は火山弾，喋，火口を形成する既存熔岩片Aj:くは凝灰岩等主とし

て火山拠出物なるも，而かも必しもそれのみに限らす勺自然に或は人矯的に他から運はれ

た行行片も有りうる筈である。貰に皿石の縁jをと同質の勝者物はij~賦百七隈の腹着しれ}る t

のなる[lHり何物の表面にも成生せねばならね。

(2.) 皿石の腹着部は!理服1it酸と火山;決の累積により時と JI~に成長作用を呈すべきであ

る。

(3) 火山灰微粒と腰朕珪酸の成生せらるる所に於て隠脱硫酸が脱水硬化しうる傑件の

下に於ては皿石や成生しうる理である。

而して阿蘇は正に斯の如き傑件に遁するものでなければならぬ〉此等の三項目が事買に

依りて充分に宜謹せられるなら吾人の皿石成凶に闘する主張は讃者の首肯せらるる所とな

るX しと確信せざるそ得ない。よって以下項を分ち詳説する所あらんとする 'j

第一項 !毘着級建の成¥'[は火IJI抽出物の表而のみじ|拠らゴること。

之は第5節に貰謹せる所である、

第二項 皿石腹着部の成長すること。

皿石縁主量刑lの屠欣をなすは:!t年宍と ]1<に生長せしものなることを暗示する事貰なる t更

に A 三の'j;'Il(々 1~1JJIJしゃうけ '1'日外輪に産する皿{I~佐観察する仁皿山産のもの最も殺j主し

仙水山及楢尾岳の側のもの之に可Eぎ西斜而のもの長も不完全である。此等の場所7rf由貿Iて

から見ると皿山はiitも古く西斜面は112も新しし、ゃうである。皿石の[塁若の'.1'-と)1，:に注!正す

(1U::; ) 
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る様ぞ推知(1:¥31ミはすまいか。更に寛永十四年 (1637，第 18聞〉及交化四年(第19闘〉に

迷立しに石燈範及手7l<.鉢に附若せる腹着部特に縁濯を検鏡すれば(第 18，19岡)居の成長

の割合は大約三 ~i5F- 聞に二i良県二凝以質居の割合になって居るい耐して流理賦部は比較

的静穫の時期に蓮ばれたる臨昔物の堆積にて，凝灰質部は活動旺盛なる時期に眼賦碇酸に

掩はれたる火山灰微粒が多量に土佐積穆着されたものと推理されるからして，中岳の活動は

火約百五六十年にして消長するものと推論し得るのである。此結果は有史以来の活勤統計

と略近似的に一致するものである。而して現在は阿蘇中岳は比較的旺盛期に属するが如く

である。

第三項 阿蘇に於ける腹賦碇|酸成生の可能。

噴火口底t二熱湯沿i甚へ而も下から硫気盛に昇りて硫黄乃歪硫酸生成する所に於ては腹賦

碓階の生成は可能である、蓋し硫酸が熔岩又は火山政ぞ浸し分解して中和され其水素4オ

ン濃度が遁賞なる程度に達すれば極めて良く腹賦珪酸等の坐成を促すことは周知の1-;.賞で

あるからである。叉斯くの如き物質が爆護に依りて霧散され地上の岩片に振りかかりl吸着

さるれば既成穆朕質により薄膜ぞ被るに至るは勿論，信~(j.之と JJとに散布せられし残りの硫

酸分も亦岩片に附着し岩石上l二て熱水中と同様の作用じより長日月の聞に岩質を分解慶化

すると共に酸性が適度に中和さるれば再び其聞に腰航法酸をwり出すことも可能である。

而して之等の臨肱碓酸は脆水硬化して岩片上に制定する。日書着部がR華航をなすには膝航硫

酸の供給と乾燥作用とが交互に断績して所謂肱時的にならざる可ら歩。印ち噴出作用と湛

ノJ(作用とが交互に反復され其度数に比例して臨着部の費達成長そ見るべし。而して此等の

傑件は阿蘇火山の匠!と及び現肱に!慣して充分に満足せられ居るぞ見るのである。

IlI. 阿蘇火山活動の特徴

7. 阿蘇式活動 血行が阿蘇の特産物であるとするなら，このことは逆に阿蘇火山の活・

動に特異ェ性あること在示すものと云ひ得るであらう。父皿石をht;:出する火山は此阿蘇特有

の活動と同様の活動在なせることそ詮すること・ともなる。善人は阿蘇火山の活動の特異性

そ“噴火は極めて頻繁に起るがその程度はあまり猛ï~Jでなレ。噴火休止中は口厳に熱湯を

i&へ且つ掻く硫試そ上昇し地獄作用に依りて腹Jf犬桂酸を生成する"と云ふ貼にあると考へ

(11) 侵報告存87披(日本噴火誌)p.28. 

(100 ) 
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る(噴火が猛記f~であるならば多量のI~次父は崩壊物のf二めに成主ItJ の皿イ î~ど埋め腹者部の

成長在妨けるのである)0吾人はか hる活動様式そ簡輩のために阿蘇式の火山活動と呼びfニ

レ。筆者が阿蘇火山の研究そ始めて以来数年聞にu態経験しfニ慮はj}J論然るのみならす，

我国歴史上に現iまれた阿蘇火山活動の記録も貰に悉くこの特徴ぞ示してゐると云ひ得る。

記録上では日本後記に u延暦十五年秋七月半亥詔日肥後園阿蘇郡山上有泊其れ神謹池

水早経年末嘗増減而今無故調i昌二十蝕丈云々"とあるぞ長初とするやうであるが，此tI寺以

後に於てすら“時に活動激しく"火山灰を降らし“時に静躍にして利i謹池卸火口には五

彩の熱湯所調苦水をi甚ヘナこる"こと枚拳に暇あら歩，“噴火"“l'ilt7J<"の頻繁なること驚

くべく叉苦水の粘着性の大なることも古人之を知町)“苦水沸騰空中東西酒落其落東方者刻!

布延綬虞十許町水色如柴粘著草木雄旬日不泊解(肥後園誌}"と記して居る。更に阿蘇なる

名稽の語源を推察するに阿蘇火山の活動の頻繁にくわ返へされたることを察することが出

.*るのである。更にこの貼沿詳述すると，谷本富博士は ASOとは浅間火山の Asamaと

同じく臼火を吐く山日〉とのア fヌ語fごと云ひ， アイヌ研究の第一人者 JohnBatchelor 

博仁もおoは“CMJb意なりと云ひ，叉別に A砂 Yama....Aso-n叩 riは“op戸 sitc
mountaν とも解しうるとなして居るつ織田得能氏lk阿蘇羅の下略ならんと解してゐる。

筆者も郷土資料につき阿蘇火山中撤に闘するl呼稽を調査し7こ所が1iミも古い包帯として共の

如き冶f早大。自Hち

Aso C阿蘇 日本書紀;阿曾一和名抄;閥宗一筑紫風土記〕

O-take或はl¥Ii-takeC御撤一肥後園誌〉

Mae胴dakeC両iil撤一郡誌コ

Nara-o・dake，N ara-y司maC措尾撤，楢山 Jf~に同誌郁誌〉

等である。之等はAso・o-mai及び Nara-oの二頒t二分類することが出来る。市lI1者はア fヌ

語で“燃ゆる火口の在る所"の;意と解され，後者は臼;J<.i留のある所"の意と解し得られ

るやうである はたして然らば，此山は有史以前から噴火iん)<.の雨相を頻繁に繰返し仁こ

とを先代より熟知されてゐ?こと思はれるのであるο更t二阿蘇火山地方特有の言葉として体

(12) 阿蘇郡語、(1926)p. 558. 

113) Dr. John BatcheJor.-Key to the Sluu) of .¥.nciellt Japallese l'lace Xames (1929). 

(14) ¥C eu. ])，叶 Johu Batchelor:ー TIll'Pit-Dwel1crs of Hokkaido and AillU Place i¥..tlll削(、OIlS-

idered (1リ25.).

(15) 級閏得能:一係数大隊典.

(107 ) 



阿蘇火山活動の特兵性とJlll石

ってゐる翁(Yonめなる音は，アイヌ語の Uinali!jl火山!パを泊、味する語であると思はれる。

或地質壊の主:に“混とは Du作 stormの意味で阿蘇地方に特別に起る火山樫の現象である"

かの立uく述べてあるのは，むしろ逆に阿蘇の噴火の古くから習慣性になる程熟知せられて

ゐることを謹明してゐるものと解してよいゃうである。苦水はアイヌ語 Kusuri即ち hot

¥¥-at('r， hot springの意味であると解ーするならば，之も噴火湛水の頻繁なることえど大古から

熟知lされてゐ7こと思はれるー謹になる。大昔より有名な別府の海地獄は所謂久倍瑚の里の

語源えとなすとぷふことであるが， これは久須里 (Kusuri)の誤記で阿蘇火山の苦水と同語

源である Kusurili!ilち hotwater， hot springの意味であるとするならば，雨者を封比し

て異質性を倍加するそ費えるのであるじ阿蘇地方にか λ る古き先住民族の fi語が残れるな

らば， 1也の中央火口丘につきてえ此様な事柄がある筈である。さういふ考へで一例与をとる

と阿蘇御峯の ~Ij1r~も東端にある猫織の最も -15~ 、名栴と思はるるものに“ヒ ν メウ L "と

云ふのがある。之れは Piriemusi師向JJのこ除れにる銅の形をなせる山っと解せられる刻1

く鋸歯航の山貌ぞ呈してゐる火山である。更に九ナ1・|に於ける名火山の・つである霧白山は，

!'r~:者の考へる所によると

を噴出する火口のあるL1J"と解されるやうである。え浅間山は Aso・omaとも解されるが松

村博士に依れば sparldingcraterの意也と解される。之等の阿蘇以外の有名な火山に於て

は火口の事を俗に“お鉢日とか臼お釜"と呼び居るのに， 阿蘇では“お池， 御池"と

第 23岡阿蘇火口のご

(lUI) ) 
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阿蘇火山活動の特異性と皿石

工 1I JII[ 

1 は 1929X U¥'. 4th K撮る。

第一.ニ火口は硫寄託孔的活動をなしつつある苛7.K:~:'I 
第四火口 猛烈に噴火中

2 は 1931 Oct. 6thに撮る。

第四火口は苦7]'ci旬として五彩の7]'cをたたふ
3 は 1932，.¥f:tr. 2rd 9.0hに撮るo

f事ー‘=火口噴火中

第四苦7]'ci留のj伏態な P

(16) 松村任三;一人nEtymologi臼 1Vacabnlary of nthe Yamato 1.，，"可n:1出 (l旬1). 

(109 ) 



阿蘇火山活動の特異性eJill.石

云ひならはしてゐる。これは思ふに他の火山では休止中は火口底が乾燥し湛水することの

稀であることを意味Lてゐるであらうか。かく槻じ来らば阿蘇火山の活動様式は太古より

して特異性を示し，その結果として皿石ぞ産出せしむることとなったのは蓋し偶然ではあ

るまh、。主なる近時の活動は第9表に示されてある。第一火口第四火nの活動相を示しずこ

のが第23闘の寝具である。

第 9表 阿蘇火口の瀞脚手一斑

1928. Sept. 6. 

Dec. 19. 

1929. Jan. 22. 

Feb. 20. 

Mar. 6. 

18. 

29. 

May. 9. 

June. 22. 

July. 11. 

25. 

Aug. 24. 

Sept. 14.、

Oct. 6. 

22. 

Nov. 4. 

1930. Sept. 4. 

約一週間の活動

'1 

'/ 

。
'1 

'/ 

'/ 

'/ 

'/ 

'/ 

'1 

'/ 

'/ 

'/ 

" 
'/ 

'1 

第四火口活動開始

'1 

'/ 

'/ 

'1 

'1 

'1 

'1 

'/ 

第四火n前線に小手L出来

'/ 

'1 

'/ 

'1 

'1 

此i所勤休止後苦7.ki¥l'leなる

此活動休止俊苦7.kfol'/となる

然四火口は全〈休止 U.よる

1932. Sept. 4. 第一火口が約四十年版りに活動を開始しl却した

Oct. 10， Dcc. 17. 

1933. Feb. 24-Mar. 8.近年での最大活動なりき(第一，ニ火仁1)

May. 5， Sept. 4. 

1934. J an. 3.第一火口背7.kili'l

8. 杵島撮も阿蘇式活動をなした 皿石やi>ftl:¥する事貰はその噴火口の活・動が所謂阿蘇

式の活動なりしことを要求することは前述の通りにとすると，芥等は進んで皿石の新産地

を探して該火山の活動様式そ縫製することが出来る筈である。阿蘇中央火口丘群中の最西

端にあるの守陸地測量部の五荷分の一地闘でi作品掛と呼_，、。染者は此火山の四陰|ぞ踏査し

て，東北隣の往生撤山頂及千里潰外輸の --1'.11に於て皿石毛ど採集しf ~J.t::. o 此成.'11 航態は1[ 1

撤の火口に封する皿山等皿石産地の位置l二封勝出来る tのである。 11mち杵島掛は往生掛及

千里i賓外輪よりも新しく且つ阿蘇式の活動そなしにと推論することが出来る様であるc 夏

(110 ) 



阿蘇火山活動の特異性とJ況石

l 二此山の古別 r，~とあけると“ donbcn-dake" “c101，il1-1 l;1bι ・，"<11)1，川ト，1;，1、u ヤ玉j品Tama-

dake"“il<，li'1撤Suisho・d日kc"等がある。 之を湖言語撃的に解すると，“T"ー1111-pC"“To-

om乱"卸ち嬢沼のある山となり，叉“Shui-sho"印火rJある山とも解さるべく，有史前後

に阿蘇式活動えとなしたと解しうるゃうである。以上巻以てみると杵島獄は往生撤よりは新

らしい事も推論出来る筈で，これも皿石研究の殻果の一端とも云へる一

本論文は野i繭隆治秋授の懇切なる仰指導に依りて成3れたもので，稿を終るにあたり深

甚の謝意ぞ表するそえ第である。
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